
- 14 -

一
橋
大
学
の
創
立
記
念
日
は
九
月
二
四
日
で
す
。
銀
座
尾
張

町
二
丁
目
二
三
番
地
に
商
法
講
習
所
を
開
業
す
る
こ
と
を
東
京

会
議
所
か
ら
東
京
府
知
事
に
届
け
出
た
の
が
明
治
八
年
（
一
八

七
五
）
の
こ
の
日
で
し
た
。

一
橋
大
学
学
園
史
資
料
室
は
、
西
キ

ャ
ン
パ
ス
の
時
計
台
棟
一
階
に
あ
り
ま

す
。
本
学
の
学
園
史
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
を
収
集
・
整
理
・
保
存
し
、

調
査
研
究
の
利
用
に
供
し
て
い
ま
す
。

開
室
日
と
利
用
時
間

平
日

９
時
～

時
12

時
～

時

13

17
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資
料
の
閲
覧

閲
覧
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
な
る
べ
く
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
お
求
め
の
資
料
の
所
在
や
状
態
を
確
認
し
、

閲
覧
の
可
否
を
個
別
に
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
資
料
に

よ
っ
て
は
公
開
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
解
く
だ
さ
い
。➔

特
集

多
摩
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

一
橋
大
学
は
２
０
２
５
年
に
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す

一
橋
大
学
学
園
史
資
料
室
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照
会
へ
の
調
査
回
答

学
内
お
よ
び
学
外
か
ら
の
お
問
合
せ
に
、
資
料
に
基
づ
い
て

回
答
し
て
い
ま
す
。
学
園
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
だ
け
で
は
不

足
な
と
き
は
、
学
内
他
部
局
の
事
務
文
書
を
臨
時
に
閲
覧
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
学
園
史
資
料
室
の
職
員
で

は
調
査
方
法
の
見
当
も
つ
か
ず
、
学
内
の
研
究
者
等
に
相
談
し

ご
協
力
を
仰
い
だ
案
件
も
あ
り
ま
し
た
。

照
会
頻
度
の
高
い
の
は
、
建
築
物
に
関
す
る
こ
と
や
、
本
学

関
係
者
の
人
物
情
報
に
つ
い
て
で
す
。
最
近
の
事
例
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
森
有
礼
（
弘
化
四
年
七
月
一
三
日
〈
一
八
四
七
年
八
月
二
三

も
り
あ
り
の
り

日
〉
～
明
治
二
二
年
〈
一
八
八
九
〉
二
月
一
二
日
）
（
初
代

文
部
大
臣
、
商
法
講
習
所
の
創
設
者
）
お
よ
び
そ
の
最
初
の

妻
・
広
瀬
常
の
家
紋
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
？

●
「
英
語
担
当
の
外
国
人
教
師
と
し
て
」
「
明
治
三
三
年
度
に

米
国
人
Ｄ
・
Ｂ
・
ス
プ
ー
ナ
ー
（D

.B
.

Spooner

）
が
在
任

し
て
い
た
」(

『
一
橋
大
学
学
問
史
』
一
九
八
六
年
、
一
〇

六
五
頁)

、
こ
のD

avid
B

rainerd
Spooner

(1879-1925)

は
、
離
日
後
ど
こ
へ
行
き
何
を
し
て
い
た
か
？

●
絵
葉
書
「
眞
也
月
報
」
第
十
一
集
「
校
歌
ロ
ー
マ
ン
ス
」
の

内
、
東
京
高
等
商
業
学
校
の
イ
ラ
ス
ト
で
、
向
か
っ
て
右
の

学
生
が
左
手
か
ら
提
げ
て
い
る
棒
は
何
な
の
か
？

▶学生が手に提げている棒は

「簿記棒」と推測される。「帳

簿の赤い罫線を引くために使

われていた棒。丸定規、ルー

ラーともいう。」（平成 15 年度
一橋大学附属図書館企画展示

「複式簿記がやってきた！：

明治初期簿記導入史と商法講

習 所 」 パ ン フ レ ッ ト

https://www.lib.hit-u.ac.jp/images
/2020/01/kikaku2003_pamphlet.p
df

簿記棒
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●
『
如
水
会
々
報
』
一
〇
九
五
号
（
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）

一
二
月)

の
口
絵
で
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
後
ろ
に
写
っ
て

い
る
の
は
本
学
の
教
員
か
？

●
佐
藤
彦
四
郎
（
一
八
八
六
～
一
九
三
八
年
）
（
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
東
京
高
等
商
業
学
校
本
科
卒
業
、
南
方
熊
楠

に
次
ぐ
多
数
の
投
稿
記
事
を
イ
ギ
リ
ス
の
学
術
雑
誌N

otes

&
queries

に
掲
載
）
の
経
歴
に
つ
い
て

●
中
根

蕃

(

明
治
二
一
年
〈
一
八
八
八
〉
八
月
一
三
日
～

な

か

ね
ま
が
き
・
し
げ
し

長島重悦「アインシュタイン博士招待記」『一橋』第 18

号(大正 12 年 3 月 1 日発行)136-137 頁に、「下野学長

代理日本語にて紹介の辞を述べられ、次で英語部理事

河内寛次氏独文の歓迎文を音吐朗々と読む。」、「終り

て福田教授明快なる訳を施さる」と記述されているの

で、下野直太郎と福田徳三の写真を、東京商科大学高

等商業科卒業記念写真帖 SOUVENIR 1923 [大正 12年

3月]に同定して回答しました。

昭
和
五
二
年
〈
一
九
七
七
〉

文
部
省
技
師
、
時
計
台
棟
を

は
じ
め
、
国
立
キ
ャ
ン
パ
ス
（
兼
松
講
堂
以
外
）
の
建
物
を

設
計
）
の
経
歴
に
つ
い
て

●
尹

起

重
（
一
九
三
一
年
一
二
月
一
九
日
～
）（
尹

錫

悦
韓

ユ
ン
・
ギ
ジ
ユ
ン

ユ
ン
・
ソ
ン
ニ
ヨ
ル

国
大
統
領
の
父
）
が
一
橋
大
学
に
在
籍
し
た
記
録
に
つ
い
て

寄
贈
資
料
か
ら

最
近
ご
恵
贈
い
た
だ
い
た
資
料
に
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
島
村
髙
嘉
『
回
想
の
中
山
伊
知
郎
：
経
世
済
民
と
實
事
求

是
』、
二
〇
二
三
年

●
針
葉
樹
会
編
集
『
一
橋
山
岳
部

百
年

１
９
２
２
～
２
０
２

２
』
一
橋
山
岳
会
、
二
〇
二
二
年

●
１
０
０
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
ラ
グ
ビ
ー

部
１
０
０
周
年
記
念
誌
』
一
橋
大
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
、
二
〇
二
二
年

●
（
山
中
篤
太
郎
先
生
の
南
方
調
査
ア
ル
バ
ム
）

『
泰(

タ
イ)

よ
り
馬
来(

マ
レ
ー)

へ
』
昭
和
一
七
年

『
爪
哇(
ジ
ャ
ワ)

紀
行
』
昭
和
一
八
年

●
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九)

（
学
生
運
動
の
ア
ジ
ビ
ラ
）
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一
橋
大
学
全
学
連
行
動
委
常
任
委

一
橋
大
学
民
主
化
行
動

委
書
記
局
「
１
６
日
朝
、
機
動
隊
２
０
０
小
平
に
侵
入
！
佐

ト
訪
米
抗
議
／
機
動
隊
侵
入
糾
弾
／
「
全
斗
委
」
粉
砕
・
解

体
／
全
て
の
学
友
は
、１
１
・
１
７
集
会
に
総
結
集
せ
よ
！
」

な
ど
数
十
点

主
な
所
蔵
資
料

紙
媒
体
の
冊
子
資
料
の
う
ち
、
残
部
に
余
裕
の
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
ご
希
望
の
か
た
に
無
償
で
お
譲
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
主
要
資
料
をH

ER
M

ES-IR

（
一
橋
大
学
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
）https://herm

es-ir.lib.hit-u.ac.jp/ir/

の
「
学

園
史
関
係
資
料
」
で
全
文
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
学
校
一
覧

HERMES-IR
二次元コード

誌
名
の
変
遷
を
並
べ
る
だ
け
で
大
ま
か
な
大
学
史
が
想
像
さ
れ

ま
す
。
各
年
度
の
『
学
校
一
覧
』
の
巻
末
に
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
建
物
配
置
図
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、

関
東
大
震
災
後
の
移

転
に
際
し
て
国
立
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
の
順
番
な
ど
が
わ
か

り
ま
す
。

●
『
一
橋
大
学
年
譜
』

Ｉ
「
明
治
８
年
８
月
❘
昭
和

年
３
月
」

21

Ⅱ
「
昭
和

年
１
月
❘
昭
和

年

月
」

20

63

12

https://doi.org/10.15057/da.5843

●
『
一
橋
新
聞
』

「
復
刻
版

一
橋
新
聞
記
事
・
執
筆
者
索
引
」

戦
前
の
東
京
商
科
大
学
の
学
生
自
治
会
は
、
教
職
員
も
含
め

た
全
学
的
組
織
で
あ
り
、
「
一
橋
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
機
関
紙
は
『
一
橋
会
雑
誌
』
↓
『
一
橋
』
↓
『
一

橋
時
報
』
↓
『
一
橋
新
聞
』
と
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

『
一
橋
新
聞
』
の
復
刻
版
が
不
二
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
創
刊
号(

大
正
一
三
年
）
か
ら
六
九
二
号(

昭
和
三

五
年)

ま
で
が
多
少
の
欠
号
が
あ
り
つ
つ
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
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●
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学
問
史
：
一

橋
大
学
創
立
百
年
記
念
』
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委

員
会
、
一
九
八
二
年

[

改
訂
版]
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学

問
史
：
一
橋
大
学
創
立
百
年
記
念
』
国
立
、
一
橋
大
学
、
一

九
八
六
年

●
一
橋
大
学
学
園
史
編
纂
事
業
委
員
会
籠
城
事
件
史
専
門
委
員

会
編
『
一
橋
籠
城
事
件
（
昭
和
６
年

月
）
』
東
京
、
籠
城

10

事
件
を
偲
ぶ
会
、
一
九
八
二
年
九
月

●
如
水
会
史
専
門
委
員
会
編
『
如
水
会
の
歩
み
』
東
京
、
如
水

会
、
一
九
八
二
年
九
月

●
一
橋
大
学
学
園
史
編
纂
事
業
委
員
会
編
集
『
第
二
次
大
戦
と

一
橋
』
東
京
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
纂
事
業
委
員
会
、
一
九

八
三
年
三
月
三
一
日

●
一
橋
大
学
学
園
史
編
纂
事
業
委
員
会
編
集
「
一
橋
大
学
学
園

史
資
料
」
東
京
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
纂
事
業
委
員
会
、
一

九
八
三
年
三
月
三
一
日

・
渋
沢
輝
二
郎
執
筆
『
商
法
講
習
所
時
代
』

・
小
島
慶
三
執
筆
『
申
酉
事
件
史
』

・
松
本
秀
夫
執
筆
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
開
花
期
の
こ
ろ

の
学
園
』

・
『
一
橋
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』

・
『
一
橋
専
門
部
教
員
養
成
所
史
』
へ
の
回
想
：
追
補
と
思

い
出
』

・
『
戦
後
と
一
橋
』

●
一
橋
大
学
学
園
史
編
纂
委
員
会
編
集
・
発
行
、
一
九
八
四
～

一
九
八
六
年

・
『
花
開
く
東
京
商
科
大
学
予
科
と
寮
：
座
談
会
』
一
九
八

四
年
六
日
一
〇
日

・
『
一
橋
大
学
の
未
来
像
』
一
九
八
四
年
八
月
三
一
日

・
『
一
橋
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

戦
後
編
』
上
、
下
．
一
九
八
五
年

三
月
三
一
日

・
『
一
橋
の
学
風
と
そ
の
系
譜
』
１
、
２
．
一
九
八
五
年
七

月
一
五
日
、
一
〇
月
一
五
日
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・
『
一
橋
会
資
料
集
：
明
治

年
～
大
正
９
年
３
月
』
一
九

35

八
六
年
六
月
一
〇
日

●
「
一
橋
大
学
百
年
通
史
稿
本
」
東
京
、
如
水
会
学
園
史
刊
行

委
員
会
、
一
九
八
七
～
一
九
九
一
年

・
小
島
慶
三
著
『
日
本
の
近
代
化
と
一
橋
：
明
治

年

月

20

10

～
大
正
９
年
３
月
』
一
九
八
七
年
七
月
三
〇
日

・
木
村
増
三
著
『
昭
和
７
～

年
の
東
京
商
科
大
学
』
一
九

11

八
七
年
一
一
月
三
〇
日

・
依
光
良
馨
著
『
大
学
昇
格
と
籠
城
事
件
：
大
正
９
年
４
月

～
昭
和
６
年

月
』
一
九
八
九
年
三
月
三
一
日

12

・
丸
山
泰
男
著
『
戦
争
の
時
代
と
一
橋
』
一
九
八
九
年
三
月

三
一
日

・
細
谷
新
治
著
『
商
業
教
育
の
曙
：
明
治
８
年
９
月
～
明
治

年
９
月
』
上
巻
、
下
巻
．
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
〇
日
、

20一
九
九
一
年
三
月
三
〇
日

●
『
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
』

（
※
発
行
者
は
、
一
九
八
二
～
一
九
八
三
年
刊
行
の
第
一
集

～
第
八
集
が
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
、
一
九
八
六
～

一
九
九
四
年
刊
行
の
第
九
集
～
第

集
が
一
橋
大
学
学
園
史

12

刊
行
委
員
会
）

・
一
橋
大
学
学
制
史
専
門
委
員
会[

編]

『
一
橋
大
学
学
制
史

資
料
』
第
一
巻(

第
五
集)

「
明
治
八
～
十
八
年

商
法
講

習
所
～
東
京
商
業
学
校
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
集

委
員
会
、
一
九
八
三
年
八
月
二
五
日

・
一
橋
大
学
学
制
史
専
門
委
員
会[

編]

『
一
橋
大
学
学
制
史

資
料
』
第
二
巻(

第
三
集)

「
明
治
十
九
～
三
十
四
年

東

京
商
業
学
校
～
高
等
商
業
学
校
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園

史
編
集
委
員
会
、
一
九
八
二
年
一
一
月
三
〇
日

・
一
橋
大
学
学
制
史
専
門
委
員
会[

編]

『
一
橋
大
学
学
制
史

資
料
』
第
三
巻(

第
四
集)

「
明
治
三
十
五
～
四
十
二
年

東
京
高
等
商
業
学
校
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委

員
会
、
一
九
八
三
年
三
月
三
一
日

・
一
橋
大
学
学
制
史
専
門
委
員
会[

編]

『
一
橋
大
学
学
制
史

資
料
』
第
四
巻(

第
六
集)

「
明
治
四
十
三
～
大
正
三
年

東
京
高
等
商
業
学
校
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
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員
会
、
一
九
八
三
年
七
月
三
〇
日

・
一
橋
大
学
学
制
史
専
門
委
員
会[

編]

『
一
橋
大
学
学
制
史

資
料
』
第
五
巻(

第
二
集)

「
大
正
四
～
九
年

東
京
高
等

商
業
学
校
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
、
一

九
八
二
年
七
月
三
〇
日

・
一
橋
大
学
学
制
史
専
門
委
員
会[

編]

『
一
橋
大
学
学
制
史

資
料
』
第
六
巻(

第
一
集)

「
大
正
九
～
十
二
年

東
京
商

科
大
学
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
、
一
九

八
二
年
三
月
三
〇
日

・
一
橋
大
学
学
制
史
専
門
委
員
会[
編]

『
一
橋
大
学
学
制
史

資
料
』
第
七
巻(

第
八
集)

「
大
正
十
三
～
昭
和
二
十
年

東
京
商
科
大
学
～
東
京
産
業
大
学
」
国
立
、
一
橋
大
学
学

園
史
編
集
委
員
会
、
一
九
八
三
年
九
月
一
〇
日

・
一
橋
大
学
学
制
史
専
門
委
員
会[

編]

『
一
橋
大
学
学
制
史

資
料
』
第
八
巻(

第
七
集)

「
昭
和
十
五
～
五
十
七
年

経

済
研
究
所
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
、
一

九
八
三
年
八
月
三
一
日

・
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学
制
史
資

料
』
第
九
巻(

第
九
集)

「
昭
和
二
十
～
二
十
八
年

東
京

産
業
大
学
～
東
京
商
科
大
学
～
一
橋
大
学
」
国
立
、
一
橋

大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
八
六
年
二
月
二
八
日

・
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学
制
史
資

料
』
第
十
巻
そ
の
一(

第
十
集)

「
昭
和
二
十
八
～
五
十
年

一
橋
大
学
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
、
一

九
八
七
年
一
〇
月
三
〇
日

・
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学
制
史
資

料
』
第
十
巻
そ
の
二(

第
十
一
集)

「
昭
和
二
十
八
～
五
十

年
一
橋
大
学
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
、

一
九
八
八
年
一
一
月
三
〇
日

・
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学
制
史
資

料
』
補
遺(

第

集)

国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委

12

員
会
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
三
〇
日

・
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学
制
史
資

料
』
補
遺
別
冊(

第

集)
[

１]

「
明
治

年
～
昭
和

12

19

25

年
授
業
科
目
・
担
当
者
一
覧
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史

刊
行
委
員
会
、
一
九
九
一
年
三
月
三
一
日

・
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学
制
史
資

料
』
補
遺
別
冊(

第

集)
[

２]

「
昭
和

年
～
昭
和

年

12

24

50

授
業
科
目
・
担
当
者
一
覧
」
国
立
、
一
橋
大
学
学
園
史
刊

行
委
員
会
、
一
九
九
一
年
三
月
三
一
日
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・
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
編
『
一
橋
大
学
学
制
史
資

料
』
補
遺
別
冊(

第

集)
[

３]

「
附
属
商
学
専
門
部
・
附

12

属
商
業
教
員
養
成
所
授
業
科
目
・
担
当
者
一
覧

」
国
立
、

一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
九
四
年
三
月

●
卒
業
ア
ル
バ
ム

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
や
、
昔
の
周
辺
地
域
の
風
景
写
真
も

載
っ
て
い
ま
す
。

学
園
史
資
料
室
の
由
来

一
橋
大
学
は
創
立
以
来
、
『
一
橋
五
十
年
史
』
、
『
一
橋
大
学

学
問
史
』
、
『
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
』
、
『
一
橋
大
学
百
二
十

東京商科大学本科

卒業アルバム1931年より

年
史
』
等
、
多
数
の
周
年
史
を
作
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

ら
は
、
例
え
ば
「
学
園
史
刊
行
委
員
会
」
、
の
よ
う
な
臨
時
の

組
織
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
園
史
資
料
を
収
集
・
整
備

す
る
恒
常
的
な
組
織
と
し
て
、
「
一
橋
大
学
創
立
１
５
０
年
史

準
備
室
」(

初
代
準
備
室
長
江
夏
由
樹
特
任
教
授)

が
附
属
図
書

館
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
三
月
一

九
日
の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
同
年
四
月
、
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス

に
、
古
い
貴
重
資
料
の
保
存
を
目
的
と
す
る
「
小
平
研
究
保
存

図
書
館
」
が
創
設
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
、
「
一
橋
大
学
創
立
１

５
０
年
史
準
備
室
長
室
」
を
置
き
、
小
平
で
学
園
史
資
料
を
整

備
す
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
四
月

一
日
に
は
、
１
５
０
年
史
準
備
室
を
包
含
す
る
形
で
「
学
園
史

資
料
室
」
お
よ
び
学
園
史
資
料
係
が
設
置
さ
れ
、
附
属
図
書
館

長
が
学
園
史
資
料
室
長
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
将
来

の
文
書
館
設
立
を
見
据
え
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
か

ら
は
、
学
園
史
資
料
係
は
総
務
部
広
報
・
社
会
連
携
課
所
属
と

な
り
ま
し
た
。

一
橋
大
学
創
立
１
５
０
年
史
準
備
室
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

『
一
橋
大
学
創
立
１
５
０
年
史
準
備
室new

sletter

』
を
毎
年
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発
行
し
て
い
ま
す
。H

ERM
ES-IR

（
一
橋
大
学
機
関
リ
ポ
ジ

ト
リ
）
のSpecialCollections

で
全
文
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

各
号
で
、「Link

to
the

w
hole

of
the

issue
(

当
該
巻
号
全
体

へ
の
リ
ン
ク)
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の
号
全
体
を
ひ
と

つ
の
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
た

pdf

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。学園史資料室入口

キャンパス空撮

【
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献
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介
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史
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築
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築
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．
一
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大
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学
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史
専
門
委

員
会[

編]

『
一
橋
大
学
学
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史
資
料
』
第
７
巻
（
大
正

～
昭
和

年

東
京

13

20

商
科
大
学
～
東
京
産
業
大
学
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．
国
立
、
一
橋
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学
学
園
史
編
集
委
員
会
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九
八
三
年
、
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八
三
～
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八
五
頁

大
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高
志
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史
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史
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創
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０
年

史
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﨑
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３
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史
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史
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）


